
24

広
報
南
あ
わ
じ
　
2007.12.1　

No.35　
編
集
発
行
：
南
あ
わ
じ
市
総
務
部
情
報
課
／
〒
656-0472 兵

庫
県
南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
18番

地
27　

TEL（
0799）43-5003　

FA
X（
0799）43-5103

E-m
ail:kouhou@

city.m
inam

iaw
aji.hyogo.jp

U
RL:http://w

w
w.city.m

inam
iaw
aji.hyogo.jp/

　

秋
た
け
な
わ
の
去
る
十
月

二
十
六
日
（
金
）、
当
淡
路
人

形
芝
居
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
で

は
、
設
立
十
周
年
の
記
念
行
事

を
大
鳴
門
橋
記
念
館
内
に
お
い

て
、
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
淡
路
内
外
か
ら
会

員
や
入
会
希
望
者
百
三
十
名
、

来
賓
と
し
て
中
田
勝
久
市
長

（
淡
路
人
形
協
会
理
事
長
）
は

じ
め
多
数
の
参
加
を
得
て
、
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
館
は
満
席
に
な

り
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
続
く
催
し
で

は
、「
玉た

ま
さ
ん三

で
知
ろ
う
、
淡
路

人
形
の
心
！
」
と
題
し
て
、
だ

ん
じ
り
唄
（
淡
路
だ
ん
じ
り
唄

振
興
会
）
と
人
形
浄
瑠
璃
（
淡

路
人
形
座
）
に
よ
る
「
玉た

ま
も
の
ま
え

藻
前

曦
あ
さ
ひ
の
た
も
と袂

三
段
目
道
春
館
の
段
（
玉

三
）」
が
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
語
に
流
れ
る
人
間
味
豊
か

な
思
い
や
り
・
情
愛
の
極
地

に
、
館
内
は
感
動
と
陶
酔
に
包

ま
れ
、
参
会
者
は
改
め
て
伝
統

芸
能
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」
の

伝
統
芸
能
（
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
）
保
存
へ
の
思
い
は
熱
く
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
人
形
芝
居
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

広報 

▲サポートクラブ10周年記念公演

淡路人形芝居サポートクラブ
◆理事長　森　紘一
◆会　員　616名（19年 3月末）
◆平成14年１月よりＮＰＯ法人

保
存
・
継
承
の
必
要
性
を
体
感

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
を
市
民
の
皆
様
の
熱

ＭＯＡ美術館 淡路児童作品展

兵庫県教育長賞　榎本和真さん（神代小３年）

意
と
力
で
支
え

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
す
。
あ
な
た

様
の
御
加
入
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
お
尋
ね

は
同
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
事
務

室
へ
（
☎
50
・

２
３
８
８
）

国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

等
が
行
わ

れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

同
施
設
の
企

画
事
業
と
し

て
、
環
境
教

育
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
関
す
る
様
々
な
事
業
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。（
一
般
参
加
で
き
る

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　

十
月
末
に
は
、
地
元
の
人
に
も

施
設
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同

施
設
で
、「
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
が
開
か

れ
、
約
四
千
二
百
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
地
元
の
団
体
や
小
中
学
生
の

文
化
・
芸
能
発
表
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
13
頁
に
大
会
結
果
）

問
同
施
設
☎
55
・
２
６
９
４

吹
上
浜
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
あ
る
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

▲10月に行われた「淡路うずしお
　フェスティバル2007」

　

こ
の
施
設
は
、
団
体
宿
泊

生
活
を
通
し
て
自
然
体
験
や

交
流
な
ど
多
様
な
体
験
活
動

の
機
会
を
提
供
し
、
健
全
な

青
少
年
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
社
会
教
育
施

設
で
す
。
昭
和
四
十
四
年
、

全
国
十
三
か
所
に
あ
る
国
立

青
少
年
交
流
の
家
（
当
時
は

青
年
の
家
）の
一
つ
と
し
て
、

阿
万
塩
屋
町
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
年
間
十
三
万
人
も
の

方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

鳴
門
海
峡
を
望
む
青
い
海

と
吹ふ
き
あ
げ
は
ま

上
浜
の
白
い
砂
、
豊
か

な
緑
に
囲
ま
れ
た
景
勝
の
地

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ

た
環
境
を
生
か
し
て
、
カ
ッ

タ
ー
体
験
や
野
外
体
験
活
動

ひがしうら文化館館長賞　南凱斗さん（賀集小３年）

実行委員長賞　居内龍也さん（八木小１年）


